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近年の九州における水稲の作柄・品質低下の実態・要因の解析と今後の対応
森田　敏（編著）・岩渕哲也１）・牧山繁生２）・古賀潤弥３）・田中幸生４）・吉良知彦５）・

藪押睦幸６）・若松謙一７）・呉屋光一８）・脇山恭行・坂井　真９）・和田卓也１）・広田雄二２）・
藤井康弘４）・長谷川航５）・永吉嘉文６）・小牧有三７）・下山伸幸３）・田中浩平１）・北川　壽・

春口真一４）・三ツ川昌洋４）・辻　聡宏２）・浅川将暁１０）

（2009年6月１８日　受理）

九州沖縄農業研究センター暖地温暖化研究チーム：８３３−００４１　福岡県筑後市大字和泉４９６
１）福岡県農業総合試験場
２）佐賀県農業試験研究センター
３）長崎県農林技術開発センター
４）熊本県農業研究センター
５）大分県農林水産研究センター
６）宮崎県総合農業試験場
７）鹿児島県農業開発総合センター
８）沖縄県農業研究センター
９）九州沖縄農業研究センター低コスト稲育種研究九州サブチーム
１０）現，佐賀県三神農業改良普及センター

目　次〔執筆者一覧〕

Ⅰ．はじめに〔九州沖縄農研・森田〕　 ……………………………………………………………… 　２
Ⅱ．九州における近年の水稲の作柄・品質低下の実態・要因  　 ………………………………… 　３
　１．全国各地域と比較した九州の水稲収量・品質の推移〔九州沖縄農研・森田〕　 ………… 　３
　２．福岡県における作柄・品質低下の実態・要因〔福岡県・岩渕〕　 ………………………… 　８
　３．佐賀県における作柄・品質低下の実態・要因〔佐賀県・牧山〕　 ………………………… 　１２
　４．長崎県における作柄・品質低下の実態・要因〔長崎県・古賀〕　 ………………………… 　１５
　５．熊本県における作柄・品質低下の実態・要因〔熊本県・田中〕　 ………………………… 　２１
　６．大分県における作柄・品質低下の実態・要因〔大分県・吉良〕　 ………………………… 　２８
　７．宮崎県における作柄・品質低下の実態・要因〔宮崎県・藪押〕　 ………………………… 　３３
　８．鹿児島県における作柄・品質低下の実態・要因〔鹿児島県・若松〕　 …………………… 　３６
　９．沖縄県における近年の作柄・品質低下の実態・要因〔沖縄県・呉屋〕　 ………………… 　４２
　１０．近年の九州の気象条件〔九州沖縄農研・脇山〕　 …………………………………………… 　４４
　１１．九州における近年の水稲の作柄・品質低下の実態と要因〔九州沖縄農研・森田〕　 …… 　５０
Ⅲ．高温に対応した品種開発の現状と方向 　 ………………………………………………………   ５４
　１．九州における品種開発の変遷〔九州沖縄農研・坂井〕　 …………………………………… 　５４
　２．九州沖縄農研の品種開発〔九州沖縄農研・坂井〕　 ………………………………………… 　５５
　３．福岡県の品種開発・導入の動き〔福岡県・和田〕　 ………………………………………… 　５９
　４．佐賀県の品種開発・導入の動き〔佐賀県・広田〕　 ………………………………………… 　６０
　５．長崎県の品種開発・導入の動き〔長崎県・古賀〕　 ………………………………………… 　６４
　６．熊本県の品種開発・導入の動き〔熊本県・藤井〕　 ………………………………………… 　６６
　７．大分県の品種開発・導入の動き〔大分県・長谷川〕　 ……………………………………… 　６６
　８．宮崎県の品種開発・導入の動き〔宮崎県・永吉〕　 ………………………………………… 　６７



　九州では近年，水稲の作柄・品質が低迷しており，
各県および九州沖縄農業研究センター（以下，九州
沖縄農研と記す）で被害実態と要因の解析が行われ
てきた。その結果，登熟期の高温，日照不足，台風
などの気象条件や病害虫の多発による登熟不良が要
因として挙げられた。特に高温条件の多発には温暖
化が影響していることが強く示唆され，その頻度は
今後さらに増加することが懸念されるため，高温に
対応した水稲栽培技術の早期確立が望まれる。
　そこで，九州各県および九州沖縄農研でこれまで
得られた複数年次の試験結果・情報を整理し，九州
における作柄・品質低下の実態・要因を総括すると
ともに，現時点までに明らかになってきた対策技術

を提示し，今後の研究・技術開発に向けた足がかり
を得るために報告することとした。
　水稲の高温登熟障害は今や九州・沖縄に留まらず，
西日本を中心とした全国的な問題となっている。本
報告が，九州・沖縄のみならず他地域を含めた高温
登熟障害の解決に向けて広く活用されれば幸甚であ
る。
　本資料をまとめるにあたり，助言と激励をいただ
いた田中基晴九州沖縄農研研究管理監，岡本正弘九
州沖縄農研研究管理監,山田一郎（元）九州沖縄農
研研究管理監，編集作業に尽力いただいた契約職員
橋本恵実さんにお礼申し上げます。
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